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(9) (1978)・福島県水文地質図集

15.会津盆地

(1) 地形・地質

会津盆地は福島県の北西部に位置し， 東側を奥羽脊梁山脈に，西側は越後山脈に画された地溝
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図2-2-72 会津盆地地形，地質概念図

(東北農政局(3)を簡略化〉
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性盆地である(1)。南北約 32km，東西約 12kmの北に先細りのほぼ長方形をしている。

盆地の南東端から流入する阿賀川〈大)11)は，北々西の流路をとって大規模な氾濫原をつくり，

盆地の中央やや北寄りのところで北西に向きを変え越後山地に切って入り，阿賀野川 となる。こ

の聞に，南西端から盆地の酋縁を流下する鵠沼川(宮)11)，北から流入する濁川，回付川などが合

流し，東から流入する日橋川を遡ると，猪苗代湖に達する。日橋)11は流域が最も大きく 1，050km
2 

あり，これについで大川が 880km
2である。

会津盆地の標高はおよそ 170mから 220m で，最低部は越後山地に近い山科地点で、 165mで

ある。猪苗代湖は 514mであ るから，300 m 余りの比高差がある。日橋川には，この落差 を利

用した水力発電所が多い。 111科地点での流域面積は 2，742km
2，渇水比流量は 1.3m

3/sである。

記録によれば，1611年に山科付近で地すべりが発生し，本川を堰き止め，その後 55年間にわた

って湖水が存在していたとされている。

盆地内は，低位段丘ならびに諸河川のつくる氾濫原が主体を占め，いずれも徽高地や自然堤防

を含んでいる(図2-2-72)。

鵠沼川やその支川である佐賀瀬川は，盆地に流入したところで扇状地を形成している。これら

は，更新世の段丘面として最も広く分布するもので，このほかにも盆地の北縁部や日橋川以南の

東縁に分布している。東縁中央部は，猫脆火山噴出物の一部である翁島泥流が扇状地形を呈して

おり，同時代と考えられている。この北東には猫魔火山体がそびえ，これに起源をもっ土石流堆

積物が典型的な小扇状地をいくつかっくっている。小扇状地はこのほかにも，盆地南部の東，西

両縁に見出される(ヘ

盆地の周辺の地質は，東縁部北側に猫脆火山噴出物，同じく南側には新第三紀の堆積岩や火山

表 2-2-24 会津盆地および周辺山地における地形面 ・庖序ならびに地下水(7)
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(注〉 鈴木敬治 ・真鍋健一・ 吉田 義 (1977)，鈴木敬治ほか (1967，1968)に加筆。
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岩類が分布し，南側の上流部には花街岩などもみられる。東縁山地の第三紀層と盆地とは，おそ

らく断層で接していると考えられている。北縁は新第三紀中新世の地周と，これを覆う鮮新世の

火山岩類が分布する。西縁北側も同様であるが，阿賀野川が越後山地に入る付近から南側では，

さらに第四紀更新世の地屈が発達し，盆地の下部にまでもぐり込んでいる。

盆地の地下地質は完全に把握されているわけではない。盆地の南部では，過去の地下水調査な

ど(1)(3)でg 深井戸やポーリング，それに電気探査の成果を総合して基盤の深さや形態が推定され

これによると，基盤形態としては盆状構造が認められている。盆地埋積物の下部相は，

粘土もしくはシノレ トと砂礁の互層， 上部はほとんど砂礁のみから梢成されている。そ して，下部

上部は完新世の地層と考えられるが，

ている。

は更新|止，

よぴ図2-2-73)。

明確なj習序区分はなされていない (表2-2-24お
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図2-2-73① 会津盆地地質柱状断面図 (東北農政局(7)による〉

盆地を埋積した堆1漬物の厚さは 150m 以上に迷している。ま た，上部，下部また，北部で1は，

を問わず，粘土もしくはシノレ トを挟在する。

西縁の佐賀瀬)11，鶴沼川下流にかけては，深井戸柱状図に数m の腐植土層の記載があり ，深

いもので‘地表下 90m以深，標高 120m にあり，会津坂下町では，i，ff;位段丘面下に腐様土層があ

るとされている。

がある。

翁島泥流が盆地内に流入したと考えられる東縁部では，厚さ 40m以上の火山泥流とした記載
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戸
盆士山における主要帯水層は顕著に発達している砂磯層であるが，現存の深井戸はほとんどの場

合，多層集*井としてつくられているので，個別的にみた帯水層ごとの評価はむずかしい。図

2-2-73①の試掘井における水理定数を表 2-2-25に示す。試 1は下部Jwの，試 3は上部砂磯層
の例である0'比湧出量についてみても，下部層は 64.9m3/c1/1ll，上部眉は 3901ll

3
/c1/1llと明らか

な差異がある。なお，試 2はわずか 11m3/c1/mに過ぎない。土佐積環境や層相によって大きく変
動することの証である。

東北地方の地下水第 2卒

水地(2) 

盆地内で自l質井がみられるのは，佐賀瀬川の古期扇状地(中~高位段丘唯積物〉および低位段丘

土佐積物の分布する一帯， 日橋)11と大塩川，あるいは大川が合流するl付近などである。自噴量は数

百 m3/c1なドし千 1ll
3
/c1程度となっている。

主主地内にある深井戸の地質柱状図を例示したものが図 2-2'-73①および②である。

会津盆地における地下水取水施設の分布は~12-2-74 に示すとおりである。主主上也の南部では大

川左岸側から宮川にかけて湧水や浅井戸が多く ，そのほとんどが農業(水田〉用である。農業用

井戸が最も多い喜多方市における施設設置数の推移を表2-2-26に示した。また，郡市別の状況

を表2-2-27に示しである。

浅井戸は深さ 10m前後てう 取水量は 800m3/c1ないし 1，200m3/c1程度である。深井戸は会

津若松市街地およびその周縁に工業用あるいは上水道用とじて分布し， 農業用が盆地西縁部のや

通常口径 3001llm，深さは 80-150m，一部に 170m 

1，100 m3/c1から 4，700m3/c1の範囲にある。

部と大川左岸に点在している。これらは，

あるいは 200mというものがある。揚水量は，
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表 2-2-26 農業用地下水利用の例

(1) 取水施設別 ・地目別 ・地下水利用概要
(喜多方市〉

よバ~\ 田 :J:[Il l樹園地|防除|方捌芸|家畜|
浅井戸

506 11 4 2 1 524 
891 3 1 8 。 903 

深井戸
2 2 
2 2 

集 水 渠
3 3 
15 15 

集 水池
1 1 
l 1 

η
ノ“

n
u
J

1
ム
ハU

F
D
Q
J
 

11 
3 

4 

1 
2 
4 

1 
0 ゴ

530 
921 

(2) 取水施設設置の推移

心竺ぐウ町:ア1同~I -川iμ1ω9目蜘5卯中0
浅 井 戸 5 7 5 25 98 226 142 508 

深井戸 2 。 。 。 。 。 。 2 

集 水 渠 。 。 。 。 。 l 1 2 

集 水池 。 。 。 。 。 。 。 。
合計 l 7 98 512 

〈東北山政局(8)による〉

表2-2-27 会 津盆地における地下水利用

ムァ 農業用井戸 水道用井戸 工業用井戸 メ口L 急~t

本数 I揚(m水3/d量〕 本数 I揚(m子"/d量) 本数 I揚(m子Id量〉本数 (m3/d) 

合 計 929 157，225 29 32，122 25 42，794 982 233，313 

会津若松市 7 2，800 。 。 7 16，390 14 19，190 
喜多 方市 529 81，975 5 9，920 16 24，120 550 116，565 

耶麻 郡 222 6，133 8 5，672 1 1，152 231 12，357 

河沼郡 42 7，142 6 9，138 1 1，132 49 53，657 

大 沼 郡 33 28，833 10 7，392 。 。 43 36，225 
北 会津郡 96 30，342 。 。。 。 106 30，342 
〈注) 1. 農ー業用は東北農政局(8)によ る。会津盆地内のみの集計。

2.水道用および工業用は国土庁土地局による (6)。
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盆地の北部では，喜多方市街地やその周辺に工業用を主に，上水道用や農業用が混在している。

全体的には，やはり農業用が圧倒的多数を占め，大塩川右岸から濁川中流部まで分布し，中でも

中央部を南流する回付川沿いに集中している。ほとんどが浅井戸で 10m 前後の深さを有し，場

所によって差異はあるが 1井当り 300m
3fdから最大 5，000m3fdに及ぶ取水を行っている。平

均 2，000m3fd前後である。深井戸は，上水道用，工業用が主で，深さは 100m 前後で、揚水量は

1，000 m3fdないし 2，800m3fdとなっている。

金地全域での傾向と して，冬季間の交通確保のため市街地などで消雪が行われ，その水源とし

て，とくに深層の地下水を対象として，各地で急激な開発が進められた。 1974年以降，掘削さ

れた消雪用水源列二の多くは深井戸で， 50!Il，から 150mに及ぶ。中には，自噴井もみられ，水温

は 12~150Cとなっている。今後とも設置が進められると考えられる。他方，農業水利事業が盆

地内をほぼ網羅して推進されており ，.完成の暁には，これまで、補助水源として大いに用いられて

きた農業用の地下水利用に相当の変化がみられることーになろう o

なお， 日橋川上流域の猪苗代湖北岸に面する地域でも，消雪水源としての深井戸が掘削されて

おり ， 深さは 50~100 m 程度で数百 m3fdから数千 m3fdの揚水が可能で，中には自噴している

ものもある。
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16. 相双丘陵

(1) 地形・地質

(工藤浩〕

相双丘陵は，阿武隈山地の東部に，北は宮城県南部から南は福島県南部まで発達し，両地形区

の境界はほぼ双葉断層に一致している。この丘陵地はほぼ全域的に第三紀層(鮮新陛〉および第

四紀層で椛成される。原町市付近に模式的に発達し，地下水利用が盛んに行われ，著しい地盤沈

下が発生している。

相双丘陵は，東西の I[高 8 ~10 km，頂高は西縁部でほぼ 150m，東方へ援やかに低下し，太平

洋岸で約 70mになっている。丘陵地は開析されて 7つの段丘と 1つの河岸平野が発達している

(図 2-2-75)。段丘は古い方から第 1~第 7 段丘と呼ばれ， このうち第 3段丘は海岸部で海岸段丘，

内陸部で河岸段丘となっている。第4段丘は雲雀ケ原から原町市街地を通って雫に至る 6kmの

範囲に幅約 2kmを有して発達するとともに，新田川，太田川両河岸沿いにも断片的に認めら

れる当域最大の段丘である。第 6 段丘は新田川と太田川の中流部に発達し，河口より 3 ~4km

付近で低地下へ没する。また，第7段丘は太田川中流部の低地下に分布している。その他の段丘


